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1. 定義と射程

霊響部門とは、遺物・古文書・碑文に記された内容を、文字・記号としてのみ解析するのではなく、
音との関係性において再解釈する研究部門である。古代エジプトの呪歌（ヘカ1）、日本における祝
詞2・神楽歌3・言挙げ4に代表されるように、人類の多くの文明において「音と言葉」は不可分の一
体として機能してきた。これらは単なる「詠唱」ではなく、人の精神・認知・心理状態に作用する
よう設計された音声的構造体である。

霊響部門が対象とするのは、この「音と意味と精神影響の三角関係」が古代の文字記録にいかに埋
め込まれているかを解明することである。

本研究の根幹をなす概念として、日本古来の「言霊12（ことだま）」がある。言霊とは、言葉・名前
のなかに神秘的な力—文字通り「言葉の霊（霊魂）」—が宿るという古代日本の信仰である。（言：
言葉・発話；霊：霊・魂）言霊の概念は、音が物体に作用しうること、そして儀礼的な発声が環境・
身体・精神・魂に影響を与えうることを前提とする。日本の古称のひとつである「言霊の幸わう国
（ことたまのさきわうくに）」—「言語の不思議な働きが幸をもたらす国」—は、日本最古の歌集『
万葉集』に由来する表現である。この概念は孤立した民間信仰ではなく、祝詞2・神楽歌3・言挙げ4

の哲学的基盤をなすものであり、発話と意識への作用という関係を繋ぐ概念的架け橋として、霊響
部門が体系的に探究する対象である。

2. なぜ今、この分野が必要なのか

人類の記録史において、文字と音はつねに不可分であった。しかし近代以降の学術体系は「視覚的・
物質的記録の分析」を優位に置き、音の次元を副次的なものとして扱い続けてきた。その結果、次
のような問いは長らく学術的正面から取り上げられてこなかった。

– 祝詞2は「読まれるもの」か、それとも「響かせるもの」か

– 古代エジプトの呪文テキストにおける語順・反復・音韻構造は、何を目的として設計されたの
か

– 神楽歌3における旋律パターンは、記号体系として解読可能か

– 古文書に記された「声に出すための記号」は、現在どれだけ正確に復元されているか

これらは考古学でも古文書学でも音楽学でも単独では答えられない問いである。霊響部門はその交
差点に立つ。
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3. 考古学・古文書学が見落としてきた盲点

3-1. 音は「残らない」という前提の罠
考古学は物質的痕跡を対象とする。土器・建築・骨格・碑文—これらはすべて「形として残るもの」
である。音は形として残らない。この自明な事実が、長年にわたり「音の研究は考古学の外側にあ
る」という暗黙の前提を形成してきた。

しかし、音が残らないのではない。音の設計図は残っている。古文書・碑文・儀礼テキストの中に、
音を再現するための構造的情報が埋め込まれているにもかかわらず、それを「音として読む」とい
う発想自体が欠如していたのである。

3-2. 古文書学における「視覚的偏重」
古文書学（Palaeography）は文字の形態・変遷・書写技術の研究を中心に発展してきた。その成果
は計り知れないが、同時に以下の偏りを内包してきた。

– テキストを「読まれるもの」として記述し、「発声されるもの」として分析しない

– 音韻・リズム・反復構造は「文体的修辞」として処理され、音響的意図として検討されない

– 儀礼テキストの「有効性」を問う視点（なぜその言葉の配列が選ばれたか）が欠如している

結果として、呪文・祝詞・聖歌の写本が「何が書かれているか」は解明されても、「それがどのよ
うに機能したか」という問いには沈黙が続いてきた。

3-3. 音楽学における「現代楽譜中心主義」
民族音楽学・音楽考古学は古代の音の復元を試みてきた。しかしその多くは「楽器の形状から音高
を推定する」「楽譜的記号を解読する」という方向性に傾いており、音が精神・認知に与える影響
の設計意図を問う視点は希薄である。

古代の「音楽」は娯楽でも芸術でもなく、多くの場合、意識の変容・神格との接続・集団的統合を
目的とした技術体系であった。この視点は近代音楽学の枠組みでは扱いにくい。
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4. 霊響部門の独自性

霊響部門は上記三分野の盲点を、次の独自アプローチによって補完する。

① 音響的記号論（Phonosemiotics）としての古文書再読
文字記号を「音声化の指示書」として再解釈し、テキストに埋め込まれた音響的設計を抽出する。
霊響部門は文字の配列を単なる意味の連鎖としてではなく、音声的実演を規定する楽譜として扱う。

② 精神影響の構造分析
祝詞2・呪歌・神楽歌3において、反復・音高変化・間5・リズムがいかなる精神状態を誘導するか、
またいかなる設計によってそれが実現されるかを、文化横断的に比較分析する。制作する楽曲は讃
美歌から邪悪な歌まで含まれるが、それはこの②の要件を満たすためであり、特定の意識状態を誘
導・誘導・抵抗するよう設計された構造かどうかを比較分析するためのものである。

③ 文字解析との統合
ACHRAGが蓄積してきた構造的文字解析の知見と音響的分析を統合し、「記号の視覚的構造」と「
音声的機能」の対応関係を明らかにする。この統合により、文字記録を視覚的かつ音響的な遺物と
して同時に扱うことが可能となる。

④ オリジナル楽曲制作
現存する「音」の資料を収集することは、膨大な時間とコストを要する。さらに収集できたとして
も、その音を分析基準として用いることの可否自体を検討しなければならない。こうした制約を踏
まえ、霊響部門はSUNO6を用いて独自の基準楽曲を制作し、仮説検証に用いる管理されたコーパス
を構築することとした。
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5. 対象領域の例示

地域・文化 資料 着目する音響的要素

古代エジプト 死者の書・呪文テキスト 語順・反復・音韻構造・発声指示

日本 祝詞2・神楽歌3・宣命7 枕詞8・音の高低・間5・呼吸構造

メソポタミア シュメール賛歌・ラメント 調性的分類・儀礼的応唱構造

インド リグ・ヴェーダ9 スヴァラ10（音高記号）・音節量

ケルト オガム文字11関連資料 音と文字の対応・詩的韻律

6. 結語

音と言葉は、人類が最初に持った技術である。文字はその後に来た。

近代学術はその順序を逆転させ、「文字として残ったもの」を一次資料とし、「音として機能した
もの」を二次的・派生的なものとして位置づけてきた。霊響部門はこの転倒を是正する試みである。
古代の記録を「響かせるための設計図」として読み直すことで、文明史における音と意識の関係に
新たな光を当てることを使命とする。
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用語解説（Glossary of Technical and Non-English Terms）

1. heka ヘカ・ヘカ
古代エジプトの語（ヒエログリフ：hkA）で、魔術と呪歌の根源的な力を指す。エジプトの宇宙論において、
ヘカは単なる儀礼的発話ではなく、すべての言語と神聖な語りの背後にある創造的な力と見なされていた。

2. norito 祝詞
神道の神職が儀式の際に奏上する定型的な祝詞・奉告文。古風な文法形式、意図的なリズムパターン、神の
存在を呼び起こすよう設計された枕詞が特徴。

3. kagura-uta 神楽歌
神道の神楽の儀礼的舞踊・音楽の一部として演じられる神聖な歌。宮廷神楽（御神楽）から各地の神社の伝
統に至るまで幅広いレパートリーを持ち、日本で最も古くから継続して演じられてきた声楽音楽のひとつ。

4. kotodage 言挙げ
文字通り「言葉を挙げること」。古代日本において、発語そのものの行為によって拘束力を持つと信じられ
た厳粛な言語的宣言。言葉に宿る力（言霊）という固有の信仰を反映している。

5. ma 間
日本の美学・音楽理論における概念で、間隔・間・余白の意義ある使用を指す。音楽的文脈では、音と音の
間の構造的に重要な沈黙を指し、能動的な作曲要素として扱われる。

6. SUNO
テキストプロンプトから幅広いスタイルと楽器を横断したオリジナル楽曲を生成できるAIベースの音楽生成
プラットフォーム（suno.com）。霊響部門では、比較音響分析のための制御されたベンチマーク楽曲の制
作に使用している。

7. Senmyo 宣命
初期日本朝廷が発した勅命。中国語の文字を音価として用い、日本語の語順と混合した文字で記された。初
期日本語の音韻論と儀礼言語の研究における一次資料として重要。

8. makura-kotoba 枕詞
文字通り「枕言葉」。古典日本詩歌（和歌）において、音の連想や慣用的な組み合わせによって特定の語の
前に置かれる固定された修飾語句。その音響的・意味的機能は現在も学術的議論の対象となっている。

9. Rigveda リグ・ヴェーダ
四ヴェーダのうち最古のもの。ヴェーダの神々に捧げられたサンスクリット語の賛歌集（前1500〜900年頃）
。古代の音韻構造の研究と音高アクセント（スヴァラ）の体系化における一次資料として特に重要。
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用語解説（続き）

10. svara スヴァラ
ヴェーダ詠唱に用いられる音高アクセント体系を指すサンスクリット語で、udatta（高）・anudatta（低）
・svarita（降下）の3つの主要な音高レベルからなる。あらゆる文字伝統のなかで最古の音韻表記形式のひ
とつ。

11. Ogham オガム文字
主に古アイルランド語（4〜7世紀）を記すために使われたアルファベット文字で、立石の中心線に沿って刻
まれた縦線と刻み目で構成される。口承のバード伝統との対応の可能性から、音と文字の対応研究において
重要とされる。

12. kotodama 言霊
言葉・名前のなかに神秘的な力—文字通り「言葉の霊（霊魂）」（言 koto：言葉・発話；霊 tama：霊・魂）
—が宿るという古代日本の信仰。言霊は、音が物体に作用しうること、儀礼的な発声が環境・身体・精神・
魂に影響を与えうることを前提とする。日本の古称である「言霊の幸わう国」（kototama no sakiwau
kuni）は「言語の不思議な働きが幸をもたらす国」を意味し、日本最古の歌集『万葉集』に由来する。言霊
は祝詞・神楽歌・言挙げの哲学的基盤をなし、発話と意識への作用を繋ぐ概念的架け橋である。比較文化的
な類似概念として、サンスクリットのマントラ、エジプトのヘカ、ギリシャのロゴスがある。
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